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1. 事業者名及び代表者氏名

事業者名　： 株式会社中村機器

代表者氏名： 代表取締役 中村 正彦

2. 所在地

栃木県小山市大字外城90－1

3. 会社設立年月日

4. 環境管理責任者

環境管理責任者　小藤 壮彦

電話番号　0285－25－0273　　　FAX番号　0285－25－6864

5. 事業内容

6. 事業規模

資本金　　2400万円 売上高　　996百万円（2022年度）

従業員数　　67人 敷地面積　4､165㎡　

工場面積　2､397㎡

7. 事業年度

4月1日～3月31日
（環境活動レポートの対象期間　2022年4月1日～2023年3月31日）

1. 　組織の概要

昭和52年4月14日

　　　　　　　製造業　（電気・電子機器製造・ハーネス・束線加工）

　　　　　　　　組織図
社長

環境管理責任者

環境事務局

総務・経理課製造支援室製造部 管理部 営業支援室

53人 1人 9人 1人 3人



当社は、全ての組織・全ての事業活動を認証登録の対象範囲としています。
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2. 　認証登録範囲



【基本理念】

【環境経営方針】

株式会社中村機器

4 . 資源の効率的な使用を推進し、廃棄物の排出量を削減します。

3. 　基本理念と環境経営方針

株式会社中村機器は、従業員の豊かな生活の実現と、自然豊かな地域環境さらには
地球規模の環境を守るため、常に環境に配慮した事業活動に努め、環境と調和した
経済発展に寄与する企業を目指します。

1.  環境関連法規制・条例・顧客要求事項等を遵守します。

2 . 生産設備及び照明設備・空調設備、事務機器の省エネ化により電気　使用量を
抑制し二酸化炭素排出量を削減する事に努めます。

3.  水資源の効率的利用に努め、総排出量を削減します。
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5 . エコドライブの徹底により車両等の燃料使用量削減・燃費効率向上に努めま
す。

6.  化学物質の適正管理に努め、使用量を削減します。

7 . 品質の安定・生産性向上に努め、無駄作業の削減を図り環境に配慮した製品づ
くりを目指します。

8 . 環境方針を全従業員に周知すると共に、目標を設定し継続的に改善します。

2022年3月15日

代表取締役 中村正彦



を目標として定めた。目標値を下表に示す。

2021年度
（基準年度）

-1% -2% -3%
92,998 92,058 91,119

-1% -2% -3%
104,793 103,735 102,676

-1% -2% -3%
8,109 8,027 7,945

-1% -2% -3%
10,783 10,674 10,565

0% 0% 0%
60 60 60

-1% -2% -3%
2,198 2,176 2,153

-1% -2% -3%
8,308 8,224 8,140

-1% -2% -3%
550 545 539

100 100 100

2.11 2.09 2.07
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品質に関する手直率の低減 ％ 2.13

水使用量 ㎥ 556

化学物質に関してSDSの取得を推進する ％ 100

　※電気の二酸化炭素排出係数は東京電力の０．４４１を使用した

廃棄物排出量
産業廃棄物 Kg 2,220

一般廃棄物 Kg 8,392

二酸化炭素排出量 Kg-CO2 93,937

電気 kwh 105,852

ガソリン Ｌ 8,191

軽油 Ｌ 10,892

灯油 Ｌ 60

4.　2022年度からの中期環境目標

2021年度（2021年4月～2022年3月）の実績を基準として3年間で3％削減させること

項目 単位 2022年度 2023年度 2024年度



評価 次年度の取組内容

冷暖房機器使用時間、空調温度の適正化 ○ 継続

空調設備のフィルターの清掃 ○ 継続

不要照明、非稼働設備の電源OFF ○ 継続

昼休み・休憩時間の消灯 ○ 継続

車両の定期的なメンテナンスの徹底 ○ 継続

エコドライブの徹底 ○ 継続

不必要なアイドリングの禁止 ○ 継続

急発進・急加速の禁止 ○ 継続

車両の効率的な活用（積載・移動） ○ 継続

分別の徹底 ○ 継続

生産効率の向上 ○ 継続

ミスコピー・印刷を減らす ○ 継続

コピー終了後はリセットボタンを押す ○ 継続

使用時に出しっぱなしにしない ○ 継続

洗車時のムダな水使用をなくす ○ 継続

高圧洗浄機の活用 ○ 継続

使用化学物質のＳＤＳを全て取得し、管理する ○ 継続

手直内容の分析と再発防止対策 ○ 継続

　※　○できている、△不十分である、✕できていない

　※ 　活動計画は2022年4月～2023年3月

廃
棄
物
の
削
減

産業廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減

5. 環境活動計画と取組状況の評価

環境活動項目

二
酸
化
炭
素
の
削
減

電力

ガソリン・軽油
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水
使
用
量
の
削

減 水使用量の削減

化
学
物
質

化学物質に関してSDSの取得、
管理

不
良
率

品質に関する手直率の低減



2022年4月～2023年3月の目標（基準年比1％削減）に対する実績は以下の通りである。

目　標 実績 評価

購入電力の削減 kwh 104,793 102,614 -2,179 -2.1% 達成

軽油使用量の削減 L 10,783 11,946 1,163 10.8% 未達成

ガソリン使用量の削減 L 8,110 8,954 844 10.4% 未達成

灯油使用量の削減 L 60 236 176 293.3% 未達成

93,937 二酸化炭素排出量 kg-CO2 92,998 97,436 4,438 4.8% 未達成

総排水量の削減 排水量 m3 550 553 3 0.5% 未達成

産業廃棄物（ｋｇ） 2,198 2,030 -168 -7.6% 達成

一般廃棄物（ｋｇ） 8,308 7,566 -742 -8.9% 達成

化学物質 ＳＤＳ完全取得（％） 100 100 0 0 達成

不良率 手直率低減（％） 2.11 1.59 -0.52 -24.6% 達成
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6.　環境目標の実績（2022年度）

環境目標の実績（2022年度）

項目 目標との差異

二酸化炭素排出量
kg-CO2

廃棄物排出量



作成日：

基準（BM)

単位 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

不要時間の照明消灯の徹底 105,852 104,793 103,735 102,676 目標 8,563 7,192 5,006 6,852 8,191 10,223 46,027 9,222 7,918 7,151 10,039 11,134 12,243 57,707 103,734

冷暖房の適切な温度管理 99% 98% 97% 実績  0 0 0

評価  0% 0% 0%

エコドライブの徹底 10,892 10,783 10,674 10,565 目標 889 890 889 890 889 890 5,337 889 890 889 890 889 890 5,337 10,674

車輛の定期的なメンテナンスの徹底 99% 98% 97% 実績 0 0 0

効率的な運転（渋滞路を避け、最短ルートで） 評価 0% 0% 0%

不要な荷物を積まない 8,191 8,109 8,027 7,945 目標 669 669 669 669 669 668 4,013 669 669 669 669 669 669 4,014 8,027

99% 98% 97% 実績 0 0 0

評価 0% 0% 0%

60 60 60 60 目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 20 0 60 60

100% 100% 100% 実績 0 0 0

評価 #DIV/0! 0% 0%

二酸化炭素排出量の実績確認 93,937 92,998 92,058 91,119 目標 7,671 7,672 7,671 7,672 7,671 7,672 46,029 7,671 7,672 7,671 7,672 7,671 7,672 46,029 92,058

99% 98% 97% 実績 0 0 0

評価 0% 0% 0%

2,220 2,198 2,176 2,153 目標 181 181 181 181 182 182 1,088 181 181 181 181 182 182 1,088 2,176

99% 98% 97% 実績 0 0 0

評価 0% 0 0%

8,392 8,308 8,224 8,140 目標 685 685 685 685 686 686 4,112 685 685 685 685 686 686 4,112 8,224

99% 98% 97% 実績 0 0

評価 0% 0%

、 556 550 545 539 目標 90 91 91 272 91 91 91 273 545

高圧洗浄機の活用 99% 98% 97% 実績 0 0 0

評価 0% 0% 0%

使用化学物質のＳＤＳを入手し管理する 100 100 100 100 目標 100 100 100

100% 100% 100% 実績 0 0 0

評価 0% 0% 0%

手直内容の分析と再発防止対策 2.13 2.11 2.09 2.07 目標 2.09 2.09 2.09

実績 0 0 0

評価 0% 0% 0%

2021年度の実績を基準（BM)として環境目標 責任
者
(誰
が）

7.　次年度の環境目標と取組内容
2023年4月5日

＊是正報告書の発行基準：判定結果が×及び、▲（環境
管理責任者が是正処置報告書の発行が必要と判定した

項目）とした。

下期
評価

年度実績

2023年度　環境目標の達成状況・活動計画の実施状況及びその評価結果

年度
評価

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二酸化炭素排出量
の削減

購入電力の削減 kwh K

目標
/

実績

日　　程　（2023年度：2023年4月～2024年3月）

目　標 第1四半期 第２四半期
上期実績

上期
評価

第３四半期 第４四半期
下期実績

環
境
方
針

環境目標 課題(何を） 具体的方法（どのように）

ガソリン使用量の削減 L S

軽油使用量の削減 L S

灯油使用量の削減 L S

廃棄物
の削減

廃棄物排出量

産業廃棄物

分別の徹底　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生
産効率の向上

㎏

二酸化炭素排出量（購入
電力+化石燃料）の削減

kg-
CO2

K

一般廃棄物

ミスコピー、印刷を減らす　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ピー終了後はリセットボタンを押す

㎏

ＳＤＳの取得率 ％ K

節水
活動

総排水量の削減 排水量 m3 K

化学物
質

ＳＤＳの完全取得

年
度

社長コメント欄 社長コメント欄（年間）
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年
度

環境管理責任者コメント欄（上期） 環境管理責任者コメント欄（下期）

不良率 手直率低減 手直率 ％ K

★目標の達成度の評価基準
○：１００％以上
△、▲：８０％～１００％



環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

該当しない騒音・振動規制法
コンプレッサー（イ
ワタ　3.7ｋＷ）　１
台

７．５ｋｗを超えるもの特定施
設設置届

イワタ　3.7ｋｗ 合

合

届出不要（左記要件
に該当せず）

製造業
常用雇用者21名以上

第一種指定化学物質を年間1ト
ン以上使用

ＰＲＴＲ法 はんだ（銀及び銀の
水溶性化合物）
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8－1.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

8－ 2.　違反、訴訟等の有無

上記、環境関連法規について、2023年4月5日に遵守状況をチェックした結果、違反は1件もありませんでした。なお関連

当局よりの違反等の指摘に関しても過去3年間以上ありません。

また、訴訟等も同様に創業以来1件もありません。

自動車リサイクル法 自動車リサイクル法 リサイクル費用の預託引取業者
への引き渡し

購入時支払

合

・リサイクル券確認

・各点検実施済み
消防法第17条の3の3

フロン排出抑制法 業務用エアコン（第
一種特定製品）

点検の実施、記録簿の作成と保
存（当該機器の廃棄まで）

簡易点検　3ヶ月毎
定期点検　3年毎

合

・機器毎の簡易点検実
施中（3ヶ月毎）
・7.50ｋｗを超える機
器については2023年6
月中に定期点検実施予
定（専門業者）

産業廃棄物置場の表示、管理

消防法 消防設備の点検
危険物・可燃物の保
管管理（灯油他）

設備基準と点検 機器点検1回／半年
総合点検　1回／年

合

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律
（排出事業者）

産業廃棄物の排出事
業者

委託契約書の締結 マニュフェスト

合

・前年度分を2022年6
月20日に報告マニュフェストの発行 交付状況等報告

合否 備考（根拠）

法第12条の3 前年度分を６月末ま
でに知事宛に報告

法令等の名称 許可・施設・設備 守るべき内容



全体についての評価

今後のための指示事項

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

実施体制

環境経営システム

　

・変更の必要は無い。

・現行の体制で上手く機能しているので変更の必要は無い。

・変更の必要は無い。
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9. 代表者による全体の評価と見直しの記録

代表者の見直しの結果

・銅製品をはじめとする金属相場が好調の影響もあり、切断ケーブル、コネク
ター金属部品の廃棄分について有効利用ができた。今後も再処理し資源化でき
るように分別、解体処理を行い、廃棄とする材料を最小限にとどめるよう努力
していく。
目標達成に向けて一人一人が、より一層のムダの排除と効率化による会社経営
を自覚して取り組みを進めることが大事であり、全社員が同じ方向を向いて仕
事ができる体制を期待している。
・今後に向けては積極的な受注拡大を行い、生産効率を上げて利益の確保に務
める。社員がこの会社に入社してよかったと安心して働ける環境を準備し、安
心して生活ができるように賃上げを行い生活の安定を目指す。全員が力を合わ
せ一丸となって会社発展させ持続可能な会社作りを目指す。

・変更の必要は無い。

・軽油、ガソリン、灯油等の削減目標の未達成が目立つので再度、目標につい
て見直すこと。
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